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SUREへ登録

学術雑誌への投稿支援と登録義務化

リポジト・メール

コミュニケーション

著者は、インパ
クトファクターの
ある雑誌に論文
がアクセプトさ
れると・・・

リポジトリ担当
に著者最終稿
を送り、学部長
に申請

インパクトファ
クターに応じて、
学部長から支
援経費が支給
される

リポジトリに登録 ⇒ 研究資金の獲得

SUREは、著者からの

意見・要望に積極的に耳
を傾け、対応しています。
改善点などは、リポジト・
メール(メルマガ)で著者

に伝えています。

そのようなコミュニケー

ションが、著者のリポジト
リへの信用・信頼になる
と考えています。

リポジトリは著者が主役。そして利用者にもフレンドリーなものでありたい。

図書館員にとってもスキルを高められる魅力的な仕事です。
論文を生産する人、利用する人、リポジトリを運営する人が創りあげる新

しいかたち… それがSUREの目指すリポジトリです。

研究者にとって

リポジトリは生き物であるリポジトリは生き物である Ａ学部での登録Ａ学部での登録促進促進



科科研報告研報告

KAKEN課題番号を
KEYにしてナビ

博博士論文士論文

NDL-OPAC書誌ID
をKEYにしてナビ

シンプル

＆

拡張性高く
国立国会図書館蔵書検索次期KAKENベータ版

ＩＬＬ依頼画面でもＩＬＬ依頼画面でも
AIRwayAIRway

重点コンテンツのナビ重点コンテンツのナビ リンクリゾルバつくりましたリンクリゾルバつくりました
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正しいメタデータは、適切なナビゲートに不可欠です。

•ブラウズ、検索結果一覧の設定が豊富に

•一覧のソートができる

•メタデータからのリンク機能の強化

•サムネイルの生成が可能

•投稿フローを自由にカスタマイズ

•PDFの日本語全文抽出が容易に

•アイテムのコレクション移動が可能

•前バージョンまでのバグ改善 etc...

あれば使うあれば使う メタデータの効率化メタデータの効率化

コンテンツが活きる最新システムコンテンツが活きる最新システム ～～DSpace1.5.2DSpace1.5.2～～

著者典拠
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